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はじめに 

 

下水道は、汚水の収集・処理、雨水の排除という機能を有し、生活環境の改善や

公衆衛生の向上、浸水の防除、さらには、河川、湖沼、海域等の公共用水域の水質

保全を図るために欠かすことのできない施設です。 

神奈川県の下水道事業は、平成４年に全国で初めて県内全市町村が事業着手、平

成 19 年には全市町村において供用が開始されるなど、着実な整備が進められてお

り、令和５年度末において下水道処理人口普及率は 97.1％となっています。 

今後の下水道事業の推進にあたっては、人口減少等の社会情勢の変化や頻発する

豪雨、地震等の自然災害への対応、増大する下水道施設の計画的・効率的な維持管

理等に取り組む必要が生じています。 

また、脱炭素社会の実現を目指し、下水道事業として施設の省エネ化や資源・エ

ネルギーの利活用などの取組を推進していくことが重要となっています。 

さらに、厳しい財政状況が見込まれる中、民間の経営ノウハウや創意工夫等の活

用による経営改善を図る官民連携の推進、事業の持続性確保に向けた広域化・共同

化など、次の世代に引き継ぐことのできる事業の推進が求められています。 

本書は、本県の下水道事業の概要を紹介するとともに、下水道事業に対し理解と

認識をより一層深めていただくため作成したものです。下水道普及のため関係各位

に広く利用され、皆様のご参考になれば幸いです。 

神奈川県 県土整備局 河川下水道部 下水道課  
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下水道の歴史 

日本の下水道 

日本の下水道は、明治中期にコレラが大流行して以後、人々に下水道の必要性が認識され、明

治 33 年に下水道法が制定されるのと前後し、多くの都市が下水道事業に着手しました。 

中でも、明治 14年に着工した横浜のレンガ製大下水や、明治 17年に着工した東京の神田下水

は、雨水排除に加え汚水排除も含めた本格的な下水道であり、わが国における近代下水道の先駆

となるものでした。 

しかし、その後の明治末から大正にかけては、国の施策として上水道が優先され、下水道のニ

ーズが少なかったことにより、下水道事業はなかなか進みませんでした。 

昭和に入ると、明治、大正時代に着手していた都市が続々と処理場の供用を開始し、下水道事

業は軌道に乗り始めましたが、その後の戦争により一時停滞してしまいました。 

戦後、下水道整備に比べ水資源の確保が優先されましたが、昭和 30 年代に、経済の急速な成長

と人口や産業の都市集中により、河川や海など公共用水域の水質汚濁が急速に進んだため、その

対策が急務となりました。 

このような背景から、昭和 45 年の下水道法の改正では、新たに「公共用水域の水質保全に資す

ること」が目的に加えられ、下水道の水質保全に果たすべき役割は重要となってきました。 

 その後も、時代の変化に合わせた法令の改正がなされてきたところです。主だったところで

は、平成 15 年には合流式下水道の改善対策の推進のための改正、平成 27 年には多発する浸水被

害へのハード・ソフト総動員した対応、老朽化対策による機能の持続的確保、また、再生エネル

ギーの活用促進などを図るため、水防法等と合わせて下水道法も改正されました。 

近年では、激甚化・頻発化する水災害への対応として「流域治水」の実効性を高めるために、

令和 3 年に特定都市河川浸水被害対策法や河川法等と合わせて下水道法も改正され、樋門等の操

作規則の策定を義務付け、内水ハザードマップの作成対象地域の拡大、計画降雨の事業計画位置

付けなどがなされました。 

本県の下水道 

本県の下水道は、明治初期に横浜の外国人居留区に隣接した関内、元町等に敷設したのが始ま

りと言われています。 

昭和に入り、川崎市が下水道事業に着手し、横須賀市においても海軍基地を対象にした下水道

事業を始めましたが、浸水対策が主なものでした。汚水処理を目的とした公共下水道は、戦後、

横浜市が昭和 32年に事業着手したことを皮切りに、他都市においても順次事業に着手しました。 

昭和 30 年代後半からの高度経済成長期には、人口の都市集中の影響により公共用水域の水質汚

濁が進み、人々に水質保全のための下水道の必要性が強く認識されるようになりました。 

こうした状況のなかで、本県では、県民の飲み水である相模川、酒匂川の汚濁対策と周辺地域

の生活環境の改善を図るため、昭和 44 年に相模川流域下水道事業、昭和 48 年には酒匂川流域下

水道事業に着手しました。 

また、「2000 年までに下水道をおおむね市街地に完備する」ことを目指し、下水道未着手の市

町村の解消に努めた結果、平成４年には全国で初めて県内全市町村が事業に着手することになり

ました。このように、昭和 30 年代に入って本格的に始まった本県の下水道事業は、着実に前進

し、平成 19 年３月末には全市町村が公共下水道の供用を開始し、下水道の普及が進んだ結果、令

和５年３月末には下水道処理人口普及率が 97.1%となりました。  
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かながわの下水道のあゆみ 

 

年 代 単 独 公 共 下 水 道 流 域 下 水 道
明治33年 
昭和 6年  ・川崎市公共下水道事業に着手

19年  ・横須賀市公共下水道事業に着手
25年  ・横浜市公共下水道事業に着手
29年  ・大和市公共下水道事業に着手
30年  ・藤沢市公共下水道事業に着手
33年 

 ・鎌倉市公共下水道事業に着手
34年  ・小田原市公共下水道事業に着手

  （H19 酒匂川流域下水道へ編⼊）
36年  ・川崎市⼊江崎環境センターが処理開始
37年  ・横浜市中部処理場が処理開始
38年  ・茅ヶ崎市公共下水道事業に着手

  （S44 相模川流域下水道へ編⼊）
39年  ・藤沢市辻堂浄化センターが処理開始

 ・平塚市公共下水道事業に着手
  （S44 相模川流域下水道に編⼊）

40年  ・横浜市南部処理場が処理開始
41年  ・逗子市公共下水道事業に着手

 ・横須賀市上町浄化センターが処理開始
 ・小田原市寿町終末処理場が処理開始

42年  ・相模原市公共下水道事業に着手
  （S44 相模川流域下水道に編⼊）

43年  ・横浜市北部第⼀処理場が処理開始
44年  ・大和市中部下水処理場が処理開始  ・相模川流域下水道事業に着手

 ・横須賀市下町浄化センターが処理開始   （平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、相模原市
  厚⽊市、伊勢原市、海⽼名市、座間市、
  綾瀬市、寒川町及び愛川町の関連11市町）
 ・厚⽊市公共下水道（流関）事業に着手

45年 

 ・相模川流域下水道に城⼭町が区域編⼊
  （関連12市町）

46年  ・伊勢原市公共下水道（流関）事業に着手
47年  ・鎌倉市七⾥ガ浜終末処理場が処理開始

 ・逗子市桜⼭終末処理場が処理開始
 ・横浜市栄第⼆処理場が処理開始
 ・横浜市港北処理場が処理開始

48年  ・箱根町公共下水道事業に着手  ・酒匂川流域下水道事業に着手
 ・川崎市加瀬環境センターが処理開始   （小田原市、秦野市、南⾜柄市、大井町、

  松田町、⼭北町、及び開成町の関連7市町）
 ・海⽼名市、座間市公共下水道（流関）
  事業に着手
 ・相模川流域下水道右岸処理場が処理開始
 ・（相）平塚市、厚⽊市、伊勢原市が供用
  開始

49年  ・湯河原町公共下水道事業に着手  ・寒川町公共下水道（流関）事業に着手
 ・秦野市公共下水道事業に着手

（旧）下水道法制定（法律第32号）

（新）下水道法制定（法律第79号）

・下水道法の⼀部を改正（法目的に「公共水域の水質の保全に資すること」を追加）
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年 代 単 独 公 共 下 水 道 流 域 下 水 道
昭和50年  ・綾瀬市、大井町、愛川町公共下水道（流関）

  事業に着手
51年  ・芦ノ湖周辺公共下水道事業に着手  ・小田原市公共下水道（流関）事業に着手
52年  ・横浜市緑処理場が処理開始  ・南⾜柄市、城⼭町公共下水道（流関）事業に

 ・綾瀬市公共下水道事業に着手   着手
 ・相模川流域下水道左岸処理場が処理開始
 ・（相）茅ヶ崎市が供用開始

53年  ・横浜市神奈川処理場が処理開始  ・相模川流域下水道⾨沢橋ポンプ場が供用開始
 ・伊勢原市公共下水道事業に着手  ・（相）海⽼名市、座間市が供用開始

54年  ・横浜市⾦沢処理場が処理開始  ・（相）相模原市が供用開始

55年  ・財団法⼈ 神奈川県下水道公社の設⽴
 ・松田町公共下水道（流関）事業に着手

56年  ・秦野市浄水管理センターが処理開始  ・開成町公共下水道（流関）事業に着手
57年  ・川崎市等々⼒環境センターが処理開始  ・酒匂川流域下水道左岸処理場が処理開始

 ・（酒）小田原市が供用開始
58年  ・横浜市⻄部処理場が処理開始  ・⼭北町公共下水道（流関）事業に着手
59年  ・横須賀市追浜浄化センターが処理開始  ・（相）寒川町が供用開始

 ・横浜市北部第⼆処理場が処理開始
 ・横浜市栄第⼀処理場が処理開始

60年  ・箱根町仙⽯原浄水センターが処理開始  ・藤沢市公共下水道（流関）事業に着手
 ・湯河原町湯河原浄化センターが処理開始  ・（相）愛川町が供用開始
 ・藤沢市大清水浄化センターが処理開始

61年  ・伊勢原市伊勢原終末処理場が処理開始  ・（酒）大井町が供用開始
62年  ・綾瀬市綾瀬終末処理場が処理開始  ・（相）綾瀬市が供用開始
63年  ・大和市北部下水処理場が処理開始

平成元年  ・川崎市⿇⽣環境センターが処理開始  ・（酒）南⾜柄市、松田町、開成町が供用開始
 ・箱根町宮城野浄化センターが処理開始  ・（相）城⼭町が供用開始

 ・相模川流域下水道に津久井町、相模湖町、
  藤野町、大磯町、平塚市⻄部が区域編⼊
  （関連16市町）
 ・酒匂川流域下水道に⼆宮町、中井町が区域編⼊
  （関連9市町）
 ・大磯町、⼆宮町、中井町、津久井町、相模湖
  町、藤野町公共下水道（流関）事業に着手

2年  ・清川村特定環境保全公共下水道事業に着手  ・（酒）⼭北町が供用開始
 ・（相）藤沢市が供用開始

3年  ・三浦市公共下水道事業に着手
4年  ・葉⼭町公共下水道事業に着手  ・（相）大磯町が供用開始

 ・真鶴町が広域公共下水道事業に着手

5年  ・鎌倉市⼭崎水質浄化センターが処理開始
6年  ・相模川流域下水道東豊田ポンプ場が供用開始
7年  ・相模川流域下水道太井ポンプ場が供用開始

 ・（相）津久井町が供用開始
8年 

・県内の全市町村が下水道事業に着手

●下水の処理等に伴い発⽣した汚泥等の適切な処理に関する下水道管理者の責務
の明確化（法第21条の2）

●下水道施設の有する空間の有効利用（法第24条）

下水道法の⼀部を改正
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年 代 単 独 公 共 下 水 道 流 域 下 水 道
平成9年  ・清川村清川下水浄化センターが処理開始  ・相模川流域下水道寸沢嵐ポンプ場が供用開始

 ・相模川流域下水道千⽊良ポンプ場が供用開始
 ・（相）相模湖町が供用開始
 ・酒匂川流域下水道右岸処理場が処理開始

10年  ・三浦市東部浄化センターが処理開始  ・秦野市公共下水道（流関）事業に着手
 ・横須賀市⻄浄化センターが処理開始

11年  ・葉⼭町葉⼭浄化センターが処理開始  ・酒匂川流域下水道川匂ポンプ場が供用開始
 ・（酒）⼆宮町が供用開始
 ・（酒）中井町が供用開始
 ・（酒）秦野市が供用開始
 ・相模川流域下水道与瀬ポンプ場が供用開始

12年  ・相模川流域下水道吉野ポンプ場が供用開始
 ・（相）藤野町が供用開始

14年  ・（酒）小田原市との流域下水汚泥処理事業に
  着手

15年 

16年  ・（酒）小田原市との流域下水汚泥処理事業が
  供用開始

17年 

 ・相模川流域下水道⼾田ポンプ場が供用開始
19年  ・真鶴町真鶴中継ポンプ場が供用開始

 ・酒匂川流域下水道に箱根町湯本地区、小田原市
  ⻄部が区域編⼊（関連10市町）

24年 

●流域別下水道整備総合計画を定める際の建設大⾂の承認を廃⽌（法第2条の2）
●建設大⾂の⼯事に対する監督等、及び厚⽣大⾂⼜は建設大⾂の処理場の維持管

理に関する勧告を廃⽌（法第37条）
●公共下水道（⼀部を除く）に係る事業計画の認可、指示及び報告徴収権限

を都道府県知事に位置付け（法第4条、37条、39条）

下水道法の⼀部を改正

●公共下水道等の構造基準を制定（令第5条の4〜7）
●下水管理者が放流先の状況等を考慮して定める「計画放流水質」の導⼊

（令第5条の5、6条）
●合流式下水道における⾬天時の放流水の水質基準を設定（令第6条、12条）

下水道法施⾏令の⼀部を改正

●⾬水流域下水道の制度の創設（法第2条）
●流域下水道整備総合計画の窒素⼜はリンの削減目標量を定め、⾃治体間で協⼒

して⾼度処理を⾏う仕組みの創設（法第2条の2、31条の3）
●事業場における事故により、有害物質⼜は油を公共下水道に排出した者に対す

る措置の義務付け（法第12条の9）

下水道法の⼀部を改正

県内の全市町村が公共下水道を供用開始

●流域別下水道整備総合計画を定める際の国土交通大⾂の同意協議を協議とする
（法第2条の2）

●公共下水道事業計画に係る大⾂⼜は知事の認可を協議⼜は届出とする
（法第4条、6条、25条の3,5、42条）

●公共下水道及び流域下水道の構造の技術上の基準、終末処理場・都市下水路の維
持管理に関する基準は、政令で定める基準を参酌して管理者である地⽅公共団体
の条例で定めることとする（法第7条、21条、28条）

下水道法の⼀部を改正
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年 代 単 独 公 共 下 水 道 流 域 下 水 道
平成27年 

28年  ・小田原市寿町終末処理場が処理機能を廃⽌ ・（酒）小田原市との流域下水汚泥処理事業を廃⽌し、
 小田原市⻄部の汚水受け⼊れを開始

30年 ・処理場の呼称を変更
 相模川流域下水道左岸処理場→柳島水再⽣センター
 相模川流域下水道右岸処理場→四之宮水再⽣センター
 酒匂川流域下水道左岸処理場→酒匂水再⽣センター
 酒匂川流域下水道右岸処理場→扇町水再⽣センター

令和2年 ・公営企業会計へ移⾏
 3年  ・横須賀市上町浄化センターが処理機能を廃⽌

  （下町浄化センターと統合）

 4年

●⾬水公共下水道制度の創設（法第2条）
●事業計画の記載事項として点検の⽅法・頻度を追加（法第5条、25条の12）
●下水道の維持修繕基準の創設（法第7条の2）
●災害時維持修繕協定制度の創設（法第15条の2）
●下水汚泥が燃料・肥料として再⽣利用されるよう努めることを明確化（法第21条の2）
●⺠間による下水熱利用の規制緩和（法第24条、25条の17）
●浸水被害対策区域制度の創設（法第25条の2〜25条の9）
●協議会制度の創設（法第31条の4）

下水道法の⼀部を改正

●下水道法の改正
・樋⾨等の操作規則の策定義務化（法７条の２）
・計画降⾬の事業計画への位置付け（法第５〜６条、２５条２４〜２５）
・⺠間による⾬水貯留浸透施設整備に係る計画認定制度の創設（法第２５条の１０

〜２１）
●水防法の改正

・⾬水出水浸水想定区域の指定対象の拡大（法第１４条の２）
●特定都市河川浸水被害対策法の改正

・洪水⼜は⾬水出水による浸水を都市浸水と定義（法第２条）
・流域水害対策計画の拡充（法第４条）
・流域水害対策協議会の創設（法第６条）

下水道法等の⼀部を改正
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下水道の役割 

下水道法の目的 

第一条 この法律は、流域別下水道整備総合計画の策定に関する事項並びに公共下水道、流域下

水道及び都市下水路の設置その他の管理の基準等を定めて、下水道の整備を図り、もつて都市の

健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の水質の保全に資することを目的

とする。 

 

下水道の役割 

 下水道法の目的を達成するため、下水道には下記のような役割が求められています。 

 

◆ 生活環境の改善 

（周辺環境の改善） 

生活あるいは生産活動に伴って生ずる汚水が速やかに排除されず、住宅地周辺に停滞すると、

蚊や蝿、悪臭の発生源となるだけではなく、病原性微生物による伝染病の蔓延、視覚的影響によ

り周辺環境は悪化します。下水道の整備をすることにより、汚水は速やかに排除され、周辺の環

境は向上します。 

 

（水洗化の促進） 

くみ取り式トイレは、個々の住宅にとって非衛生的であり、悪臭に悩む原因となります。また

都市全体を考えると、くみ取りし尿の処理処分は、悪臭、処理効率等に問題があり極めて欠点の

多いものとなります。そこで下水道が整備されると、トイレの水洗化が可能になり、し尿は下水

管渠により他の汚水とともに流下し、下水処理場において効率よく処理されます。 

 

◆ 雨水の排除（浸水の防除） 

 下水道は、河川、水路、溝渠と同じく雨水排除のための機能も有しています。特に、わが国の

ように降水量の多い国では、河川とともに下水道の果たす役割は大きく、都市化が進展した地域

では、在来水路の流下能力不足に加えて、雨水の浸透及び貯留能力の減少等によって雨水流出量

が著しく増大するため、下水道の整備が緊急に必要となっています。 

 

◆ 水質の保全 

汚水が処理されないまま公共用水域に流入すると、水質の汚濁が進行します。下水道が汚水を

排除、処理することで、河川等公共用水域の水質汚濁防止に積極的な役割を果たしています。ま

た、豊かな自然環境を保全することにも大きく寄与します。この水質保全の役割は、近年特に重

視され、昭和 45年の下水道法改正で同法の目的に加えられました。 

 

◆ 下水道資源及び施設の有効利用 

下水道は、処理水、汚泥等の多くの利用可能な資源・エネルギーを有しており、それらの有効

活用は、省エネ・リサイクル社会の実現に役立ちます。また、処理場等の上部空間は公園等への

活用が期待され、近年では下水管渠や処理場における下水熱のエネルギー利用など、様々な利用

が期待できます。 
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下水道の種類としくみ 

下水道の種類 

一般に「下水道」と呼ばれるものには、いろいろなものがあり、それらの目的や効果には、大

きな差があります。 

 

各種下水道の位置づけ 

出典：公益財団法人 神奈川県下水道公社ホームページ 

   （https://kanagawa-swf.or.jp/media/2024/02/kanagawa_ryuuikigesuidou_R6_2.pdf） 

https://kanagawa-swf.or.jp/media/2024/02/kanagawa_ryuuikigesuidou_R6_2.pdf
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各種下水道の関係 

出典：公益財団法人 神奈川県下水道公社ホームページ 

   （https://kanagawa-swf.or.jp/media/2024/02/kanagawa_ryuuikigesuidou_R6_2.pdf） 

https://kanagawa-swf.or.jp/media/2024/02/kanagawa_ryuuikigesuidou_R6_2.pdf


 

下水道のしくみ 

 

 

出典：公益財団法人 神奈川県下水道公社ホームページ（https://kanagawa-swf.or.jp/media/2024/02/kanagawa_ryuuikigesuidou_R6_2.pdf） 

-
9
- 

https://kanagawa-swf.or.jp/media/2024/02/kanagawa_ryuuikigesuidou_R6_2.pdf


- 10 - 

 

下水道関連計画 

計画の位置づけ 

下水道管理者は、下水道事業計画に基づき事業を実施します。この下水道事業計画は、下水道

整備に関する総合的な基本計画である流域別下水道整備総合計画や、生活排水の処理に関する基

本方針である都道府県構想等の上位計画に適合している必要があります。 

また、下水道は、都市計画に定めるべき都市施設のひとつであることから、都市計画事業とし

て下水道事業を実施するためには、都市計画法の事業認可に適合している必要があります。 

 

 
※

（法に基づく上位計画）

（事業実施の手順）

都市計画区域外は不要

流域別下水道整備

総合計画

（下水道法）

神奈川県⽣活排水

処理施設整備構想

（県条例）

全体計画の策定

都市計画決定

下水道法の

事業計画の策定

都市計画法の

事業認可

下水道事業の実施

（国の下水道事業推進の指針）

新下水道ビジョン

加速戦略
改定かながわ

下水道21

かながわ都市

マスタープラン

調整

下水道事業に関する

国や県の基本⽅針と

施策展開の⽅向性を

反映

計
画
処
理
水
質
等

下
水
道
の
計
画
区
域
等

適合

適合

※

※

かながわグランド

デザイン
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下水道事業を実施する場合の手続き 

地方公共団体等が下水道事業を実施する場合の手続きは、次のように区分されます。 

 

１ 全体計画の策定 

全体計画は、①雨水の排除（浸水の防除）、②生活環境の改善（汚水の排除）、③公共用

水域の水質保全等といった下水道の目的が達成されるよう、その都市の実情に合わせて、総

合的に策定する必要があります。 

 

 

２ 都市計画決定 

都道府県の都市計画は、関係市町村の意見を聴き、かつ、都道府県都市計画審議会の議決

を経て決定されます。市町村の都市計画は、市町村都市計画審議会の議決を経て、県知事の

同意を得た上で決定されます。 

 

 

３ 下水道法事業計画 

下水道事業計画は、下水道法の規定により、県知事（国土交通大臣）と協議を要するもの

で、下水道の配置、構造、能力等を定めた技術的な計画です。従って、都市計画決定の下水

道計画よりも詳細で具体的な計画となっています。また下水道法事業計画は、５～７年程度

の間に整備可能な範囲とするのが適当です。 

 

 

４ 都市計画法事業認可 

都市計画で定められた下水道は、都市計画事業として施行されます。都市計画事業の事業

計画には、事業の施行場所、施行期間が具体的に明示されています。認可により「土地収用

法による事業認定」があったものとみなされるので、関係図書の写しを公衆の縦覧に供し、

地域住民に事業施行期間及び事業地等の周知を図ります。 
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流域別下水道整備総合計画 

流域別下水道整備総合計画は、都道府県が策定する下水道整備に関する総合的な基本計画で、

水質環境基準の類型指定された公共用水域（河川、海域、湖沼等）について、その水質汚濁が２

以上の市町村の区域における汚水によるもので、主として下水道の整備によって当該水質環境基

準が達成される場合に、それぞれの公共用水域毎に策定することとされています。(下水道法第 2

条の 2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各水質環境基準点の類型指定状況は、資料編 P63 参照 

※ 本図は、汚水処理を受け持つ流域を示しております。 

流域別下水道整備総合計画対象河川と関係市町村 

流域名 対象河川等 関係市町村名 

東京湾 東京湾及び鶴見川等 横浜市、川崎市、横須賀市、三浦市(４市) 

境川等 
境川、引地川 横浜市、鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎市、大和市、綾瀬市

(６市) 

相模川 

相模川（相模湖、津久井湖 

を含む） 

平塚市、茅ヶ崎市、藤沢市、相模原市、厚木市、 

座間市、伊勢原市、海老名市、綾瀬市、寒川町、 

愛川町、大磯町、清川村(13 市町村) 

金目川等 金目川、葛川、中村川 秦野市、伊勢原市(２市) 

酒匂川等 
酒匂川、森戸川、山王川 小田原市、秦野市、南足柄市、大井町、松田町、 

山北町、開成町、中井町、二宮町、箱根町(10 市町) 

芦ノ湖・早川 芦ノ湖、早川 小田原市、箱根町（２市町） 
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神奈川県生活排水処理施設整備構想 

○概要 

 水質汚濁の原因となる生活排水が 100％処理されるには、下水道、農業集落排水施設、合併処理

浄化槽等の生活排水処理施設の効果的・効率的な整備を推進する必要があります。 

 そのため、本県では、市町村が策定する生活排水処理施設の整備に係る計画や構想と整合性を

図りながら、県全域を対象に、地域の実情に応じた整備手法を検討して、平成 9 年 3 月に「神奈

川県生活排水処理施設整備構想」を策定しました。 

 平成 16 年 3 月には、経済性の観点等を踏まえた整備手法の点検・見直しの実施に基づく構想の

改訂を行い、また平成 23 年 2 月及び平成 31 年１月には、今後見込まれる人口減少や高齢化の本

格化、一段と厳しさを増す地方財政の状況など、社会・経済情勢等の大きな変化を踏まえて、改

訂を行いました。 

 

○位置付け・役割 

 この構想は、「神奈川県生活環境の保全等に関する条例」第 104 条において、生活排水の処理

に関する基本方針に位置づけられており、市町村が「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基

づき策定する「一般廃棄物（生活排水）処理基本計画」を広域的な視点から調整して策定したも

のです。 

また、この構想は、本県における生活排水処理施設の整備に関する基本的な考え方を示してお

り、市町村が生活排水処理施設の整備を進める上での指針的な役割を持つものです。 

 

 

 

 

 

 

  

県 

神奈川県生活環境の保全等に関する条例 

市 
町 
村 

神奈川県生活排水処理施設整備構想 

一般廃棄物(生活排水)処理基本計画 
総合計画・下水道整備計画・

農業振興地域整備計画等  整合・調整

一般廃棄物(生活排水)処理実施計画 
下水道事業計画・ 

農業集落排水事業整備計画等  整合・調整

生活排水処理に関する基本方針
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○基本方針 

１ 整備の基本方針 

  本県では都市化が進んでいることを踏まえ、集合処理である下水道の整備を基本としま

す。 

  農業振興地域（下水道区域を除く。）のうち、集合処理が適している区域については、

農業集落排水施設の整備を進めます。 

  家屋が点在し集合処理が適していない地域では、個別処理として合併処理浄化槽の普及

を進めます。 

 

２ 整備手法選定の考え方 

  生活排水処理施設の整備に当たっては、各地域における今後の人口動態・分布の見通し

や既存生活排水処理施設の設置状況を考慮した上で、建設及び維持管理に係るコスト比

較を行うとともに、当該地域の特性、住民の意向等を踏まえた総合的な判断により、そ

れぞれの地域に最も適した効率的、経済的な整備手法を選定し、整備を進めます。 

 

○整備目標 

  各市町村が策定した早期概成アクションプランを集約した結果、概成年次の令和７年度

までに生活排水処理率 99％を目指します。 

  最終年次である令和 12年度までに生活排水処理率約 100％を目指します。 

 

目標生活排水処理率 

 

（参考） 

 

基準年次 概成年次 最終年次
（平成28年度） （平成37年度） （平成42年度）

⽣活排水処理率 97.9% 99%

年 度

100%

整備⼈口 整備⼈口 整備⼈口
（千⼈） （千⼈） （千⼈）

8,848 96.6% 8,953 97.6% 8,901 98.3%
単独公共下水道 6,809 74.4% 6,886 75.1% 6,844 75.5%
流域関連公共下水道 2,036 22.2% 2,064 22.5% 2,053 22.7%
特定環境保全公共下 3 0.0% 3 0.0% 3 0.0%

3 0.0% 3 0.0% 3 0.0%
8,851 96.7% 8,956 97.6% 8,904 98.3%

116 1.3% 136 1.5% 120 1.3%
2 0.0% 7 0.1% 10 0.1%

118 1.3% 143 1.5% 130 1.4%
8,971 － 9,100 － 9,040 －
9,159 － 9,170 － 9,059

基準年次 概成年次 最終年次
年度 （平成28年度） （平成37年度） （平成42年度）

  整備手法 割合 割合割合

下水道

農業集落排水施設
集合処理合計
個⼈設置型合併処理浄化槽
市町村設置型合併処理浄化槽
個別処理合計
⽣活排水処理⼈口
全県⼈口
⽣活排水処理率 97.9% 99.2% 99.8%
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○神奈川県汚水処理事業広域化・共同化計画 

汚水処理事業は、人口減少に伴う使用料収入の減少や技術者不足、施設の老朽化に伴う更新費

用の増大等、経営環境の厳しさが増しており、効率的な事業運営が一層求められています。 

そこで、県内の汚水処理施設の持続可能な事業運営を推進するため、県や市町村間の連携メニ

ューと実施までのロードマップを示した「神奈川県汚水処理事業広域化・共同化計画」を令和５

年３月に策定しました。 

本計画に定めた広域化・共同化の各連携メニューの実現に向けて、関係自治体と連携・協力し

ながら検討を進めています。 

 

広域化・共同化の連携メニュー 

 

 

 

分類 連携メニュー 連携内容

汚水処理共同化 汚水処理施設の統廃合など

汚泥処理共同化 汚泥処理施設の統廃合や、緊急時等における施設間の相互融通

維持管理共同化 下水管の点検や修繕などを共同実施

事務の共同化 宅地内への接続工事を行う工事店の指定事務などを共同実施

BCP共同化 災害時における市町村間の資機材融通や、訓練等を共同実施

広報共同化 下水道への理解を深め、適正な利用や接続を促進させるための広報活動を共同実施

ハ
ー

ド

ソ
フ
ト
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出典：神奈川県環境農政局緑政部水源環境保全課ホームページ（https://www.pref.kanagawa.jp/docs/pb5/seihai/index.html） 平成 30 年時点 

-
1
6
- 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/pb5/seihai/index.html
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かながわグランドデザイン 

県では、県政運営の総合的・基本的指針を示す総合計画として 2012(平成 24)年に「かながわグ

ランドデザイン基本構想」を策定し、神奈川の人口が減少に転じていることが予測される 2025(令

和 7)年を見据え、基本理念である「いのち輝くマグネット神奈川」の実現に向けて、超高齢社会

や将来到来する人口減少社会をはじめとする様々な課題への対応を着実に進めてきました。 

そうした中、今日では、神奈川においても明らかに人口減少局面に入り、超高齢社会や本格的

な人口減少社会など予測していた社会が現実のものとして到来しています。さらに、新型コロナ

ウイルス感染症など、予測し得なかった事態にも直面し、神奈川をとりまく社会環境は大きく変

化しています。未来の姿をつぶさに見通すことは難しくなっていますが、想定し得ない事態が生

じた場合でも、その影響を最小限に抑えることが求められます。できる限り将来の展望や課題を

明らかにし、長期的なビジョンを県民と共有する必要があります。 

こうしたことから、これまで掲げてきた「いのち輝くマグネット神奈川」の理念を継承し、

2025(令和 7)年よりもさらに先を見据えて「かながわグランドデザイン基本構想」を見直し、「新

かながわグランドデザイン基本構想」として取りまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[下水道関連の主要施策] 

○政策分野：Ⅶ 県土・まちづくり 

  

● 基本理念 

「いのち輝くマグネット神奈川」を 

実現する 

● 神奈川の将来像 

1 誰もが安心してくらせる 

やさしい神奈川 

2 誰もが自らの力を発揮して 

活躍できる神奈川 

3 変化に対応し 

持続的に発展する神奈川 

● 政策の基本方向 

1 2040 年に向けた政策の基本方向 

2 政策分野別の基本方向 

3 地域づくりの基本方向 

3 地域づくりの基本方向 

目標年次 2040 (令和 22) 年 

基
本
理
念 

・
将
来
像
の
達
成 

● プロジェクト 

テーマⅠ 希望の持てる神奈川 

テーマⅡ 持続的に発展する神奈川 

テーマⅢ 自分らしく生きられる神奈川 

テーマⅣ 安心してくらせる神奈川 

テーマⅤ 神奈川を支える基盤づくり 

  

● 主要施策・計画推進 

1 主要施策 

・政策分野別の体系 

2 計画推進 

(1) 計画推進のための行政運営 

(2) 計画の進行管理 

2024（令和 6）年〜2027（令和 9）年 

中柱 

1 次の世代に引き継げる 

持続可能な県土づくり 

 

3 快適で安全・安心な住ま

い・まちづくり 

 

主要施策 

705  みどりを保全・活用する

まちづくり 

 

719  下水道整備の推進 

 

720  下水道施設・資源の有効

活用 

小柱 

(3)自然環境に配慮したまち

づくり 

 

(2)快適な生活を支える上・

下水道の整備・充実 

 

 

基 本 構 想 実 施 計 画 
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改定かながわ下水道２１ 

～ この美しい水を 未来の子供たちに ～ 

 

県では、神奈川の下水道整備の基本方向を広域的な視点から明らかにするため、平成９年に

「かながわ下水道 21」を策定し、県内全市町村の供用開始と市街地の概ねの整備を目標としてき

ました。 

今後の下水道事業の推進にあたっては、人口減少等の社会情勢の変化や近年頻発するゲリラ豪

雨を含む集中豪雨による浸水被害への対応、増大する下水道施設の計画的･効率的な維持管理等の

新たな課題に取り組む必要が生じています。 

また、地球環境への負荷が少ない低炭素社会への転換が求められている中、下水道事業として

循環型社会の構築に貢献することが重要となっています。 

そこで、これらの課題に対応するため、これまでの「かながわ下水道 21」を改定し、「改定か

ながわ下水道 21」といたしました。 

県及び市町村は、「改定かながわ下水道 21」を指針として、下水道に関する計画を策定し、事 

業推進に取り組んでいます。 

                              

「改定かながわ下水道２１」の基本方向 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

整 備 の 視 点 

１ 快適な暮らしの実現 

２ 安全で安心な暮らしの確保 

３ 良好な環境の創造 

維 持 運 営 の 視 点 

               

 ４ 安定した事業の運営 

 

住 民 参 画 の 視 点 

 

５ 住民の参画と情報の発信 

 

 

「この美しい水を 未来の子供たちに」とは、下水道を通じて得られた神奈川の美しい水環境を、 

将来にわたり残していけるよう、持続可能な事業を展開していくという「思い」を表しています。 
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｢現状と課題｣に対応した｢下水道事業の基本方向｣の整理 

 

 

 

 

整 備 の 視 点

現 状 と 課 題 下 水 道 事 業 の 基 本 ⽅ 向

１ 下水道の普及〈汚水〉

２ 浸水対策 〈⾬水〉

３ 地震対策〈汚水・⾬水〉

４ 公共用水域の水質〈汚水〉

５ 合流式下水道 〈汚水〉

６ 水循環 〈汚水・⾬水〉

７ 地球温暖化防⽌･資源の循環〈汚水〉

８ 下水道施設の維持管理〈汚水･⾬水〉

９ 下水道事業の運営〈汚水〉

１ 快適な暮らしの実現

下水道区域の⾒直し及び
効率的な整備 〈汚水〉

計画的･効率的な改築･更新〈汚水・⾬水〉

２ 安全で安心な暮らしの確保

総合的な浸水対策の推進 〈⾬水〉

地震対策の推進 〈汚水・⾬水〉

３ 良好な環境の創造

公共用水域の水質の改善 〈汚水〉

健全な水循環の構築 〈汚水・⾬水〉

地球温暖化防⽌への貢献・
資源循環の促進〈汚水〉

維 持 運 営 の 視 点

４ 安定した事業の運営

計画的･効率的な維持管理〈汚水・⾬水〉

事業運営の継続性の確保 〈汚水〉

住 ⺠ 参 画 の 視 点

５ 住⺠の参画と情報の発信

住⺠への啓発活動の推進〈汚水・⾬水〉

計画策定への住⺠参画 〈汚水・⾬水〉
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下水道事業 

公共下水道事業 

公共下水道は、主として市街地における下水を排除し、又は処理するために地方公共団体が管

理する下水道で、終末処理場を有するもの（単独公共下水道という）又は流域下水道に接続する

もの（流域関連公共下水道という）であり、かつ汚水を排除すべき排水施設の相当部分が暗渠で

ある構造のものをいいます。また、公共下水道には、狭義の公共下水道のほか、特定の事業者の

事業活動に主として利用される特定公共下水道と、農山漁村の中心集落及び自然保護を必要とす

る湖沼の周辺観光地等において実施される特定環境保全公共下水道があります。 

なお、県内の 33市町村（19 市 13 町１村）では、全ての自治体で汚水の処理が開始されてお

り、令和５年度末の下水道処理人口普及率は 97.1％です。 

 
公共下水道の実施状況 

（令和５年度末）  

 
 （ ）は区分の下水道に加え、単独公共下水道も実施している都市数 

 

市町村別下水道処理人口普及状況図 (令和５年度末実績) 単位：％ 

 

政令市 ⼀般市 町村 計
2市     10市     4町   16市町    

1市（1）
2町村
（1）

3市町村（2）

相模川 1市      8市（4） 3町    12市町（4）
酒匂川  3市（1）   7町（1）  10市町（2）

計 1市     11市（5）
 10町
（1）

 22市町（6）

流域関連
公共下水道

実施都市数
区     分

単 独 公 共 下 水 道

特定環境保全公共下水道

※横浜市の下水道処理人口普及率は、小数点第二位を四捨五入したことにより 100%と表記。 
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公共下水道の下水道処理人口普及率 
（令和５年度末） 

 
注１)処理開始における記号の説明 (単)単独公共 (相)相模川流域関連 (酒)酒匂川流域関連 

注２)各数値は、四捨五入し記載しているため、合計等と合わない場合がある 

注３)小田原市の単独公共区域は、平成 28年４月１日に酒匂川流域下水道に編入。 

注４)横浜市の普及率は小数点第二位を四捨五入したことにより 100%とされている。

⾏ 政 区 域 下 水 道 下 水 道 法 処 理 区 域 ⾏ 政 ⼈ 口 下水道処理 汚 水 処 理 下 水 道 汚 水 処 理 開 始
⾯ 積 全 体 計 画 事 業 計 画 ⾯ 積 ⼈ 口 ⼈ 口 処 理 ⼈ 口 処 理 ⼈ 口 年 ⽉ ⽇

区 域 ⾯ 積 区 域 ⾯ 積 普 及 率 普 及 率
ha  ha ha  ha (A)千⼈ (B)千⼈ (C)千⼈ (B／A) (C／A)

横 浜 市 43,801 41,835 40,268 31,590 3,753.7 3,752.4 3,753.0 100.0% 100.0% (単)S.37. 4. 1
川 崎 市 14,296 11,290 11,290 10,723 1,534.4 1,527.9 1,529.6 99.6% 99.7% (単)S.36. 9.25
相模原市 32,891 10,170 8,368 7,749 716.5 698.6 707.2 97.5% 98.7% (相)S.54. 7. 1

指定都市 計 90,988 63,295 59,927 50,062 6,004.7 5,978.9 5,989.7 99.6% 99.8%
横須賀市 10,081 6,463 6,169 5,888 381.1 374.7 377.3 98.3% 99.0% (単)S.41. 6. 1
平 塚 市 6,788 3,632 3,617 3,588 256.9 251.3 255.5 97.8% 99.4% (相)S.48. 6.25
鎌 倉 市 3,966 2,783 2,661 2,418 175.3 171.4 172.1 97.8% 98.2% (単)S.47. 3.15

藤 沢 市
6,956 5,761 5,346 4,793 444.9 427.3 430.7 96.1% 96.8%

(単)S.39. 8. 5
(相)H. 2. 4. 1

小田原市
11,360 2,889 2,874 2,567 186.7 156.1 167.1 83.6% 89.5%

(単)S.41. 9. 1
(酒)S.57.12. 1

茅ヶ崎市
3,570 3,123 2,281 2,240 247.5 237.1 242.9 95.8% 98.2%

(単)S.51.10. 1
(相)S.52.12. 1

逗 子 市 1,728 864 864 864 58.3 58.3 58.3 100.0% 100.0% (単)S.47. 4. 1
三 浦 市 3,205 775 235 235 40.3 14.4 27.2 35.8% 67.6% (単)H.10. 8.15

秦 野 市
10,376 2,578 2,567 2,212 158.7 139.9 154.9 88.1% 97.6%

(単)S.56. 2. 4
(酒)H.11. 5. 1

厚 ⽊ 市 9,384 5,527 3,626 3,418 223.6 200.6 212.1 89.7% 94.9% (相)S.48. 6.25
大 和 市 2,709 2,540 2,025 1,959 245.0 234.1 239.3 95.5% 97.7% (単)S.44. 4. 1

伊勢原市
5,556 1,372 1,343 941 100.2 82.5 93.4 82.3% 93.3%

(相)S.48. 6.25
(単)S.62. 3. 5

海⽼名市 2,659 1,719 1,713 1,359 139.9 135.0 139.0 96.5% 99.4% (相)S.53. 5. 1
座 間 市 1,757 1,373 1,316 1,224 131.3 128.3 129.2 97.7% 98.4% (相)S.53. 4. 1
南⾜柄市 7,712 797 781 633 40.4 30.5 35.8 75.5% 88.4% (酒)H. 1. 4. 1

綾 瀬 市
2,214 1,743 1,155 1,104 82.8 78.2 79.0 94.5% 95.4%

(単)S.62. 8. 1
(相)S.62.10. 1

⼀般市 計 90,021 43,939 38,572 35,443 2,912.8 2,719.6 2,813.9 93.4% 96.6%
葉 ⼭ 町 1,704 513 513 513 32.1 24.6 28.2 76.5% 87.8% (単)H.11. 3.29
寒 川 町 1,334 923 835 762 49.0 45.9 46.9 93.6% 95.7% (相)S.59. 4.12
大 磯 町 1,718 639 639 493 32.0 28.0 29.3 87.6% 91.8% (相)H. 4. 6. 1
⼆ 宮 町 908 449 449 424 27.6 25.2 25.7 91.3% 93.1% (酒)H.11. 4. 1
中 井 町 1,999 306 306 252 8.9 6.7 7.7 75.1% 86.1% (酒)H.11. 4. 1
大 井 町 1,438 455 447 441 17.5 16.0 16.5 91.7% 94.7% (酒)S.61. 4. 1
松 田 町 3,775 223 220 198 10.4 9.0 9.5 86.2% 91.2% (酒)H. 1. 7. 1
⼭ 北 町 22,461 375 367 318 9.4 7.8 8.4 83.5% 89.1% (酒)H. 2. 9. 1
開 成 町 655 375 322 259 18.8 14.0 16.6 74.2% 88.2% (酒)H. 1. 4. 1
箱 根 町 9,286 1,689 1,052 788 10.8 5.9 7.6 55.0% 70.0% (単)S.60.10. 1
真 鶴 町 705 125 61 32 6.6 1.5 2.5 23.3% 37.9% (単)H.19. 3.28
湯河原町 4,097 567 523 523 23.3 21.6 23.0 92.7% 98.7% (単)S.60. 4. 1
愛 川 町 3,428 1,238 868 868 39.4 35.9 38.1 91.1% 96.7% (相)S.60. 4.17
清 川 村 7,124 91 91 91 2.7 2.7 2.7 97.6% 99.2% (単)H. 9. 9. 1
町村 計 60,632 7,969 6,693 5,961 288.7 244.9 262.8 84.8% 91.0%

⼀般都市 計 150,653 51,908 45,265 41,404 3,201.5 2,964.5 3,076.7 92.6% 96.1%
合 計 241,641 115,203 105,192 91,466 9,206.1 8,943.4 9,066.4 97.1% 98.5%

都 市 名
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公共下水道の下水道処理人口普及率推移 

 

-
2
2
- 
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本県の下水道処理人口普及率は、全国平均の 81.4％を上回り、東京都に次ぎ、全国で２番目の

普及率となっています。 

都道府県別下水道処理人口普及率 
   （令和５年度末）

 
注１）令和５年度末調査は、福島県において、東日本大震災の影響により調査不能な市町村（大熊町、双葉町）を除

いた値を公表している。 

注２）福島県については、上記市町村以外でも東日本大震災に伴う避難の影響により人口が流動していることに留意

する必要がある。 
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浸水対策 

下水道における浸水対策は、5 年に 1 回程度発生する規模の降雨に対して、浸水を防ぐという観

点で進めており、令和５年度末の下水道による都市浸水対策達成率は 66.1％です。 
     

下水道による都市浸水対策達成率 
                           （令和５年度末） 

 
注）各数値は、四捨五入し記載しているため、合計等と合わない場合がある 

※「都市浸水対策を実施すべき区域」とは、以下のいずれかに該当する地区 

・地下空間高度利用地区（地下街、地下鉄駅構内等）を有する地区 

・地域防災計画に位置付けられた要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療施設等）を有する地区 

・商業・業務集積地区（商店街、官庁街、大規模オフィスビル等を含む地区等）を有する地区 

・交通拠点施設・主要幹線地区（終着駅、複数路線の結節点となっている駅、緊急輸送道路等になり 

うる幹線道路等）を有する地区 

・地域防災計画に位置付けられた防災関連施設地区（災害時の防災拠点や避難所、緊急医療施設、役所、 

消防本部、消防署等）を有する地区 

・一般市街地の床上浸水常襲地区を有する地区など、早期に浸水被害を解消すべき地区 

・災害の未然防止の観点から、早期に浸水被害を解消すべき地区  

⾏ 政 区 域
⾯ 積

都 市 浸 水 対 策 を
実 施 す べ き
区 域 ※ の ⾯ 積

5年に1回程度発⽣する
規模の降⾬に対応する
下水道整備が完了した
区 域 の ⾯ 積

下 水 道 に よ る
都 市 浸 水 対 策
達 成 率

ha （Ａ）ha （Ｂ）ha （Ｂ／Ａ）％
横 浜 市 43,801 40,070 26,659 66.5%
川 崎 市 14,296 11,290 6,458 57.2%
相 模 原 市 32,891 3,406 2,996 88.0%
指 定 都 市 計 90,988 54,766 36,112 65.9%
横 須 賀 市 10,081 6,051 3,795 62.7%
平 塚 市 6,788 3,613 3,201 88.6%
鎌 倉 市 3,966 1,938 1,560 80.5%
藤 沢 市 6,956 5,488 3,353 61.1%
小 田 原 市 11,360 2,822 895 31.7%
茅 ヶ 崎 市 3,570 2,279 1,223 53.7%
逗 子 市 1,728 864 858 99.3%
三 浦 市 3,205 868 155 17.9%
秦 野 市 10,376 195 65 33.5%
厚 ⽊ 市 9,384 587 513 87.5%
大 和 市 2,709 2,025 1,414 69.8%
伊 勢 原 市 5,556 1,313 969 73.8%
海 ⽼ 名 市 2,659 1,502 696 46.4%
座 間 市 1,757 455 436 95.8%
南 ⾜ 柄 市 7,712 113 0 0.0%
綾 瀬 市 2,214 1,743 690 39.6%
⼀ 般 市 計 90,021 31,855 19,824 62.2%
葉 ⼭ 町 1,704 － － －
寒 川 町 1,334 876 534 60.9%
大 磯 町 1,718 584 193 33.0%
⼆ 宮 町 908 434 393 90.4%
中 井 町 1,999 236 206 87.3%
大 井 町 1,438 429 429 100.0%
松 田 町 3,775 220 220 100.0%
⼭ 北 町 22,461 337 337 100.0%
開 成 町 655 0 200 0.0%
箱 根 町 9,286 0 893 0.0%
真 鶴 町 705 28 5 18.0%
湯 河 原 町 4,097 97 97 100.0%
愛 川 町 3,428 868 539 62.1%
清 川 村 7,124 － － －
町 村 計 60,632 4,109 4,045 98.5%
⼀ 般 都 市 計 150,653 35,964 23,869 66.4%
合 計 241,641 90,730 59,982 66.1%

都 市 名
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公共下水道の事業費 

県内の公共下水道事業費は、平成５年度の 3,128 億円をピークに減少傾向にあり、平成 22年度

以降は、ほぼ横ばいで推移しています。 

 

公共下水道の事業費内訳 
                                         令和５年度実績（単位：億円）    

 
注１）端数は四捨五入しているため、計が合わないことがある 

注２）その他には、流域負担金のほか広域処理の負担金を含む

汚水 ⾬水 小計
横 浜 市 263.75 151.05 160.00 311.06 0.00 574.81
川 崎 市 116.59 38.23 76.75 114.98 1.85 233.41

相 模 原 市 0.00 22.64 44.26 66.90 2.94 69.84
指定都 市計 380.34 211.92 281.01 492.93 4.79 878.06
横 須 賀 市 11.91 11.25 24.51 35.76 0.00 47.67
平 塚 市 0.00 3.76 8.65 12.41 2.73 15.14
鎌 倉 市 0.59 4.22 0.00 4.22 0.16 4.96
藤 沢 市 21.67 11.24 5.05 16.29 0.89 38.85

小 田 原 市 0.00 15.85 1.62 17.47 1.12 18.59
茅 ヶ 崎 市 0.00 1.17 15.64 16.80 2.03 18.84
逗 子 市 5.14 2.41 1.47 3.88 0.03 9.05
三 浦 市 1.16 0.37 0.00 0.37 0.00 1.53
秦 野 市 3.59 1.89 3.63 5.52 0.02 9.12
厚 ⽊ 市 0.00 3.49 13.82 17.31 1.35 18.66
大 和 市 15.71 1.21 1.76 2.97 0.01 18.69

伊 勢 原 市 4.18 13.10 1.73 14.83 0.27 19.29
海 ⽼ 名 市 0.00 1.65 0.36 2.01 1.22 3.23
座 間 市 0.00 1.34 0.02 1.36 0.51 1.87

南 ⾜ 柄 市 0.00 2.15 0.00 2.15 0.29 2.44
綾 瀬 市 18.83 0.98 0.00 0.98 0.14 19.96

⼀ 般 市 計 82.77 76.09 78.26 154.35 10.77 247.90
葉 ⼭ 町 3.78 2.60 0.00 2.60 0.00 6.38
寒 川 町 0.00 1.50 1.00 2.50 0.62 3.12
大 磯 町 0.00 5.54 2.10 7.64 0.13 7.77
⼆ 宮 町 0.00 2.00 0.00 2.00 0.08 2.07
中 井 町 0.00 0.05 0.00 0.05 0.06 0.11
大 井 町 0.00 0.35 0.00 0.35 0.06 0.41
松 田 町 0.00 0.09 0.00 0.09 0.03 0.11
⼭ 北 町 0.00 0.18 0.00 0.18 0.27 0.45
開 成 町 0.00 1.06 0.00 1.06 0.13 1.20
箱 根 町 0.70 3.13 0.00 3.13 2.95 6.77
真 鶴 町 0.00 0.00 0.00 0.00 0.56 0.56

湯 河 原 町 4.84 0.11 0.00 0.11 0.01 4.95
愛 川 町 0.00 0.64 1.16 1.80 0.30 2.10
清 川 村 0.00 1.76 0.00 1.76 0.09 1.85
町 村 計 9.32 18.99 4.26 23.26 5.29 37.87

⼀般都 市計 92.09 95.09 82.53 177.61 16.07 285.77
合 計 472.43 307.01 363.54 670.54 20.86 1,163.83

都市名 処理場費 管渠費（ポンプ場含む） その他 総事業費
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公共下水道事業費の推移 

 

-
2
7
- 
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流域下水道事業 

流域下水道とは、地方公共団体（市町村）が管理する下水道により排除される下水を受けて、

これを排除し、処理するために地方公共団体（原則として県）が管理する下水道で、２市町村以

上の下水を排除し、終末処理場を有するものです。 

本県の流域下水道は、県民の飲み水として欠くことのできない相模川、酒匂川の水質保全と流

域関連市町の生活環境の改善を図るため計画されています。そのため、流域下水道管理者である

県と公共下水道管理者である流域関連市町の協力体制のもとで、流域下水道の建設と維持管理が

行われています。 

 

相模川流域下水道事業 

相模川流域下水道は、昭和 44 年から相模川流域関連の９市２町の区域を対象に事業に着手し、

昭和 48 年６月に四之宮水再生センター（右岸処理場）、昭和 52年 12 月に柳島水再生センター

（左岸処理場）において、それぞれ一部の市町で処理を開始しました。その後、処理区域を拡大

し、現在流域関連の９市３町で事業を実施し、平成 12 年には、全ての市町で処理を開始しまし

た。 

この結果、令和５年度には、９市３町の下水約 632 千 m3／日を処理し、令和５年度末現在の流

域関連公共下水道の下水道処理人口普及率は 96.3％となっています。 

 

相模川流域関連公共下水道の普及状況 

（令和５年度末現在） 

 

注)各数値は、四捨五入し記載しているため、合計等と合わない場合がある 

 

全 体 計 画 区 域 内 処 理 区 域 処 理 区 域 下 水 道
処理 都 市 名 ⾏ 政 ⼈ 口 ⼈ 口 ⾯ 積 処 理 ⼈ 口 処 理 開 始
区名   普 及 率 年 ⽉ ⽇ 等

（Ａ）千⼈ （Ｂ）千⼈ ha （Ｂ/Ａ）％
相 模 原 市 706.7 698.6 7,749
座 間 市 131.3 128.3 1,224 処理開始
綾 瀬 市 19.4 16.7 330
海 ⽼ 名 市 140.0 135.0 1,359 S.52.12.1
寒 川 町 49.1 45.9 762
藤 沢 市 15.9 11.7 300 処理開始済
茅 ヶ 崎 市 244.0 234.0 2,202
平 塚 市 0.6 0.6 11 ８市町
左 岸 計 1,307.0 1,270.8 13,936 97.2
愛 川 町 39.0 35.9 852
厚 ⽊ 市 223.7 200.7 3,418 処理開始
伊 勢 原 市 33.6 29.4 388 S.48.6.25
平 塚 市 251.9 251.3 3,577 処理開始済
大 磯 町 31.0 28.0 493 ５市町
右 岸 計 579.3 545.2 8,728 94.1

1,886.2 1,816.1 22,665 96.3

左
岸
処
理
区

右
岸
処
理
区

合 計



29 

 

相模川流域下水道 全体計画諸元 

          （令和２年度策定） 

⽇平均 ⽇最大 ⽇平均 ⽇最大 ⽇平均 ⽇最大

ha ⼈ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇

相 模 原 市 10,169.80 677,000 189,169 236,461 28,341 23,695 2,761 2,884 243,966 291,381

座 間 市 1,372.60 120,800 33,360 42,153 4,688 4,228 0 0 42,276 51,069

綾 瀬 市 640.60 19,700 5,420 6,849 5,322 690 157 157 11,589 13,018

海 ⽼ 名 市 1,718.70 140,000 40,491 50,614 12,993 4,900 0 0 58,384 68,507

寒 川 町 923.35 48,300 13,760 17,501 12,202 1,691 230 230 27,883 31,624

藤 沢 市 601.76 18,900 5,523 6,951 590 662 638 638 7,413 8,841

茅 ケ 崎 市 3,085.99 234,300 65,131 83,170 9,633 8,201 601 601 83,566 101,605

平 塚 市 11.40 500 143 180 545 18 0 0 706 743

計 18,524.20 1,259,500 352,997 443,879 74,314 44,085 4,387 4,510 475,783 566,788

愛 川 町 1,237.82 30,300 9,452 13,719 11,305 2,727 0 0 23,484 27,751

厚 ⽊ 市 5,527.09 213,100 64,603 93,202 21,203 19,179 3,620 3,620 108,605 137,204

伊 勢 原 市 649.82 31,900 9,078 13,151 2,767 2,871 1,787 1,787 16,503 20,576

平 塚 市 3,620.99 234,900 69,580 100,070 17,077 21,141 53 53 107,851 138,341

大 磯 町 638.70 27,100 8,104 11,790 477 2,439 0 0 11,020 14,706

計 11,674.42 537,300 160,817 231,932 52,829 48,357 5,460 5,460 267,463 338,578

30,198.62 1,796,800 513,814 675,811 127,143 92,442 9,847 9,970 743,246 905,366

処
理
区
名

左
岸
処
理
区

右
岸
処
理
区

合  計

項 目
計 画 ⾯ 積 計 画 ⼈ 口

計家 庭 ・ 営 業 汚 水 量 開発計画汚水量
⼯場排水量 地 下 水 量

-
2
9
- 
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相模川流域下水道 全体計画 

（令和２年度策定） 

 

※１日最大汚水量については、千㎥未満の値を調整したため、左岸処理区の汚水量と右岸処理区の汚水量の合計値は「計」の欄と

一致しない 

 

相模川流域下水道 下水道法事業計画 

 
※1 平成 24年 4月 1日から認可から届出に変更となった 

 

 

 

 

左岸処理区 右岸処理区 計

分流式（⼀部合流式） 分流式（⼀部合流式）

18,524.20 ha 11,674.42 ha 30,198.62 ha

1,259.5 千⼈ 537.3 千⼈ 1,796.8 千⼈

476 千m3/⽇平均
567 千m3/⽇最大

267 千m3/⽇平均
339 千m3/⽇最大

743 千m3/⽇平均
905 千m3/⽇最大

（左岸→右岸28千m3/⽇最大）

○ 200 〜 4,000 mm
91.19 km

○ 700 〜 3,200 mm
36.69 km

（その他1.27km改築更新）

○ 200 〜 4,000 mm
127.88 km

（その他1.27km改築更新）

6 箇所 2 箇所 8 箇所

敷 地 ⾯ 積 19.6 ha 26.9 ha 46.5 ha

処 理 ⽅ 式 標準活性汚泥法 標準活性汚泥法＋急速ろ過法

処 理 能 ⼒ 532 千m3/⽇最大 374千m3/⽇最大 906千m3/⽇最大

系 列 数 9 系列 7 系列 16 系列

区 分

排 除 ⽅ 式

処 理 区 域

処 理 ⼈ 口

計 画 汚 水 量
( ※ １ )

幹 線 管 渠

ポ ン プ 場

処
理
場

左岸処理区 右岸処理区 計

15,203 ha 9,291 ha 24,494 ha

1,218.8 千⼈ 523.0 千⼈ 1,741.8 千⼈

460 千m3/⽇平均
548 千m3/⽇最大

262 千m3/⽇平均
332 千m3/⽇最大

722 千m3/⽇平均
880 千m3/⽇最大

○ 200 〜 4,000 mm
91.07 km

○ 700 〜 3,200 mm
36.69 km

（その他1.27km改築更新）

○ 200 〜 4,000 mm
127.76 km

（その他1.27km改築更新）

6 箇所 2 箇所 8 箇所

敷 地 ⾯ 積 19.56 ha 26.9 ha 46.46 ha

処 理 ⽅ 式 標準活性汚泥法 標準活性汚泥法

処 理 能 ⼒ 532 千m3/⽇最大 374 千m3/⽇最大 906 千m3/⽇最大

系 列 数 9 系列 7 系列 16 系列

区 分
届 出
年 ⽉ ⽇
( ※ １ )

当初︓昭和48年6⽉27⽇
直近︓令和5年12⽉18⽇

処 理 区 域

処 理 ⼈ 口

計 画 汚 水 量

幹 線 管 渠

ポ ン プ 場

処
理
場

事業期間 昭和44年５⽉20⽇から令和13年３⽉31⽇まで

事業費 10,035 億円
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相模川流域下水道 都市計画決定        相模川流域下水道 都市計画法事業認可 

 
 

 

 

 

相模川流域下水道の施設整備状況 

（令和 5年度末現在） 

 当初︓昭和44年5⽉20⽇
 直近︓平成29年3⽉31⽇
 接続する12市町の関連公共下水道
 下水管渠12幹線
 ポンプ場8箇所
 左岸処理場
 右岸処理場

決 定 告 示
年 ⽉ ⽇

そ の 他 の 施 設

排 水 区 域
下 水 管 渠

進捗率
管径m 延⻑・能⼒ ％

左 岸 幹 線 ○ 0.8〜4.0 35,860 m 35,740 m 100%
〃 （ 拡 大 分 ） ○ 0.2〜0.8 22,320 m 22,320 m 100% H2.2 拡大認可

座 間 海 ⽼ 名 幹 線 ○ 2.0〜2.6 11,520 m 11,520 m 100%
綾 瀬 寒 川 幹 線 ○ 1.1〜1.5 7,110 m 7,110 m 100%
藤 沢 寒 川 幹 線 ○ 0.6〜1.35 7,360 m 7,360 m 100%
茅 ヶ 崎 幹 線 ○ 1.65〜2.2 3,980 m 3,980 m 100%
⼾ 沢 幹 線 ○ 0.6 1,440 m 1,440 m 100%
放 流 幹 線 □ 2.0〜18.00 130 m 130 m 100%
寒 川 平 塚 幹 線 ○ 2.0 1,470 m 0 m 0%

計 91,190 m 89,600 m 98%
⾨ 沢 橋 ポ ン プ 場 41.7 m3/分 41.7 m3/分 100%
吉 野 ポ ン プ 場 1.3 m3/分 1.3 m3/分 100%
与 瀬 ポ ン プ 場 0.6 m3/分 0.6 m3/分 100%
千 ⽊ 良 ポ ン プ 場 2.4 m3/分 2.4 m3/分 100%
寸 沢 嵐 ポ ン プ 場 4.2 m3/分 4.0 m3/分 100%
太 井 ポ ン プ 場 12.2 m3/分 10.8 m3/分 100%

9系列
539 千m3/⽇

9 系列
539 千m3/⽇

100% S52.12 処理開始

右 岸 幹 線 ○ 0.7〜3.2 22,700 m 22,700 m 100%
平 塚 幹 線 ○ 1.65〜2.4 3,030 m 3,030 m 100%
伊 勢 原 厚 ⽊ 幹 線 ○ 1.0〜1.35 1,650 m 1,650 m 100%
第 ２ 伊 勢 原 厚 ⽊ 幹 線 ○ 1.35 (1,270 m) (1,270 m) 100% ( )改築更新
大 磯 平 塚 幹 線 ○ 1.1〜1.65 9,310 m 9,310 m 100% H2.2 拡大認可

計 36,690 m 36,690 m 100%

⼾ 田 ポ ン プ 場 41.7 m3/分 41.7 m3/分 100% H17.7 供用開始

東 豊 田 ポ ン プ 場 57.7 m3/分 60.0 m3/分 100%

7系列
394千m3/⽇

6 系列
323 千m3/⽇

86% S48.6 処理開始

整備済延⻑
能⼒等

備      考施設名
全体計画概要

左
岸
処
理
区

右
岸
処
理
区

柳 島 水 再 ⽣ セ ン タ ー
（ 左 岸 処 理 場 ）

四 之 宮 水 再 ⽣ セ ン タ ー
（ 右 岸 処 理 場 ）

管
渠

ポ
ン
プ
場

管
渠

ポ
ン
プ
場

 当初︓（右岸）昭和44年 5⽉20⽇
    （左岸）昭和46年 3⽉10⽇
 直近︓令和5年12⽉18⽇
 接続する12市町の関連公共下水道
 下水管渠12幹線
 ポンプ場8箇所
 左岸処理場
 右岸処理場
 昭和44年 5⽉20⽇から
 令和13年 3⽉31⽇まで
 10,035 億円

下 水 管 渠

そ の 他 の 施 設

事 業 施 ⾏ 期 間

事 業 費

認 可 告 示
年 ⽉ ⽇

排 水 区 域
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相模川流域下水道事業費の推移 

 

1.0
8.4

22.4

28.8

39.5

19.3

44.0
45.1

52.5 52.8

67.2

61.4
65.5

38.6

15.8

23.0

50.0

56.8

66.9

55.9

26.0

9.8
13.6

52.5

76.5

64.9
60.0

31.9

23.7

45.1

18.2

3.1 4.2 5.3 4.1 5.3 0.9 4.3 6.5 4.4 0.5 0.6 0.0 0.1 0.1 1.4 2.9 3.3 2.0 1.1 3.2 0.3 1.2 1.3 1.90.9 5.9

20.9

40.8

23.3

30.4

30.2

26.5

54.9

52.6
52.8

56.9

37.4

42.4

59.7

51.3

37.8

31.1

30.7

43.9

34.6

65.8
66.5

76.0

112.4
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相模川流域下水道 柳島水再生センター（左岸処理場） 

令和４年 11 月撮影 

 
 

 

 

相模川流域下水道 四之宮水再生センター（右岸処理場） 

令和４年 11 月撮影 
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 酒匂川流域下水道事業 

酒匂川流域下水道は、昭和 48 年から酒匂川流域関連の３市４町の区域を対象に事業に着手し、

昭和 57年 12 月に酒匂水再生センター（左岸処理場）において、それぞれ一部の市町で処理を開

始しました。その後処理区域を拡大し、流域関連の３市６町で事業を実施し、平成９年７月から

扇町水再生センター（右岸処理場）で処理を開始しました。 

現在は、再度の区域拡大により３市７町で事業を実施しており、令和５年度には、３市６町の

下水約 115 千 m3／日を処理し、令和５年度末現在の流域関連公共下水道の下水道処理人口普及率

は 90.4％となっています。 

 

酒匂川流域関連公共下水道の普及状況 

（令和５年度末現在） 

 

注)各数値は、四捨五入し記載しているため、合計等と合わない場合がある 

全 体 計 画 区 域 内 処 理 区 域 処 理 区 域 下 水 道
処理 都 市 名 ⾏ 政 ⼈ 口 ⼈ 口 ⾯ 積 処 理 ⼈ 口 処 理 開 始
区名   普 及 率 年 ⽉ ⽇ 等

（Ａ）千⼈ （Ｂ）千⼈ ha （Ｂ/Ａ）％
秦 野 市 5.5 4.7 58
松 田 町 9.1 9.1 198 処理開始
大 井 町 16.2 16.0 441 S.57.12.1
小 田 原 市 131.1 121.1 2,122 処理開始済
⼆ 宮 町 26.2 25.1 424 ６市町
中 井 町 6.8 6.7 252
左 岸 計 194.9 182.7 3,495 93.8
⼭ 北 町 7.9 7.8 318
開 成 町 15.8 13.6 259 処理開始
南 ⾜ 柄 市 38.2 30.5 633 H.9.7.1
小 田 原 市 38.4 35.0 445 処理開始済
箱 根 町 3.0 0.0 0 ４市町
右 岸 計 103.3 86.9 1,655 84.1

 合計  298.2 269.6 5,150 90.4

右
岸
処
理
区

左
岸
処
理
区
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酒匂川流域下水道 全体計画諸元 

（令和２年度策定） 

 

注）地下水は、一般家庭地下水と観光地下水を含む。

⽇ 平 均 ⽇ 最 大 ⽇ 平 均 ⽇ 最 大 ⽇ 平 均 ⽇ 最 大

ha ⼈ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇ m3/⽇

秦 野 市 58.70 5,080 1,401 2,008 0 204 0 0 0 1,605 2,212

松 田 町 222.80 9,540 3,026 4,336 28 479 0 5 92 3,538 4,935

大 井 町 454.90 15,500 4,496 6,432 798 697 0 0 0 5,991 7,927

小 田 原 市 2,324.73 121,467 39,299 55,962 27,293 20,651 293 948 4,807 88,484 109,006

⼆ 宮 町 449.00 22,738 6,305 9,056 196 910 0 12 100 7,423 10,262

中 井 町 306.05 6,690 2,324 3,330 2,707 335 130 0 0 5,496 6,502

計 3,816.18 181,015 56,851 81,124 31,022 23,276 423 965 4,999 112,537 140,844

⼭ 北 町 375.30 6,532 2,005 2,858 4,262 327 0 0 0 6,594 7,447

開 成 町 375.40 19,100 5,883 8,390 4,524 2,006 0 0 0 12,413 14,920

南 ⾜ 柄 市 796.50 31,936 9,460 13,537 16,165 1,437 534 0 0 27,596 31,673

小 田 原 市 564.07 35,133 10,474 14,913 256 5,272 0 30 43 16,032 20,484

箱 根 町 258.79 2,955 1,093 1,565 0 162 0 1,776 6,415 3,031 8,142

計 2,370.06 95,656 28,915 41,263 25,207 9,204 534 1,806 6,458 65,666 82,666

6,186.24 276,671 85,766 122,387 56,229 32,480 957 2,771 11,457 178,203 223,510

計 画 ⾯ 積 計 画 ⼈ 口
計家 庭 ・ 営 業 汚 水 量 ⼯ 場

排 水 量

観 光 及 び そ の 他
施 設 汚 水地 下 水 量

開 発 計 画
汚 水 量

合計

左
岸
処
理
区

右
岸
処
理
区

処
理
区
名

市町名

 

-
3
6
- 
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酒匂川流域下水道 全体計画 

（令和２年度策定）

 
※１日平均汚水量については、千㎥未満の値を調整したため、左岸処理区の汚水量と右岸処理区の汚水量の合計値は「計」の欄と 

一致しない 

酒匂川流域下水道 下水道法事業計画 

 

※1 平成 24年 4月 1日から認可から届出に変更となった。 

※2 千人未満の値を調整したため、左岸処理区の人口と右岸処理区の人口の合計値は「計」の欄と一致しない。 

左岸処理区 右岸処理区 計

分流式 分流式

3816.18 ha 2370.06 ha 6186.24 ha

181 千⼈ 96 千⼈ 277 千⼈

113 千m3/⽇平均
141 千m3/⽇最大

66 千m3/⽇平均
83 千m3/⽇最大

178 千m3/⽇平均
224 千m3/⽇最大

○ 350〜2,000 mm
26.92 km

○ 250〜2,000 mm
28.63 km

○ 250〜2,000 mm
55.55 km

1 箇所 ― 1 箇所

敷 地 ⾯ 積 9.8 ha 7.0 ha 16.8 ha

処 理 ⽅ 式 標準活性汚泥法＋急速ろ過法 標準活性汚泥法＋急速ろ過法

処 理 能 ⼒ 144 千m3/⽇最大 85 千m3/⽇最大 229千m3/⽇最大

系 列 数 4 系列 3 系列 7 系列

計 画 汚 水 量
（ ※ 1 ）

幹 線 管 渠

処
理
場

区 分

排 除 ⽅ 式

処 理 区 域

処 理 ⼈ 口

ポ ン プ 場

左岸処理区 右岸処理区 計

当初︓昭和48年 9⽉ 3⽇ 当初︓昭和52年11⽉25⽇

3790.9 ha 2083.0 ha 5873.9 ha

180.0 千⼈ 95.5 千⼈ 275.5 千⼈

114 千m3/⽇平均
140 千m3/⽇最大

63 千m3/⽇平均
75 千m3/⽇最大

177 千m3/⽇平均
215 千m3/⽇最大

○ 350〜2,000 mm
26.92 km

○ 250〜2,000 mm
28.63 km

○ 250〜2,000 mm
55.55 km

1 箇所 ―

敷 地 ⾯ 積 9.8 ha 7.0 ha 16.8 ha

処 理 ⽅ 式 標準活性汚泥法 標準活性汚泥法

処 理 能 ⼒ 141 千m3/⽇最大 83 千m3/⽇最大 224 千m3/⽇最大

系 列 数 4 系列 3 系列 7 系列

処
理
場

事 業 期 間 昭和48年 9⽉ 3⽇から令和13年 3⽉31⽇まで

事 業 費 3,028 億円

直近︓令和５年12⽉18⽇

幹 線 管 渠

ポ ン プ 場

区 分

届 出 年 ⽉ ⽇

（ ※ １ ）

処 理 区 域

処 理 ⼈ 口
（ ※ ２ ）

計 画 汚 水 量
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酒匂川流域下水道 都市計画決定       酒匂川流域下水道 都市計画法事業認可 

  

 

 

 

酒匂川流域下水道の施設整備状況 

（令和 5年度末現在） 

管径m 延⻑・能⼒
左 岸 幹 線 ○ 0.35〜2.0 15,660 m 15,660 m 100％ H.8.4 拡大認可
中井⼆宮小田原幹線 ○  1.0〜1.5 9,910 m 9,910 m 100％ H.元.11 拡大認可
連 絡 ２ 号 幹 線 ○  1.0 1,350 m 1,350 m 100％ 

計 26,920 m 26,920 m 100％ 
ポ
ン
プ
場

川 匂 ポ ン プ 場 25.0 m3/分 23.3 m3/分 100％ 

4 系列
144 千m3/⽇

3 系列
108 千m3/⽇

75％  S.57.12 処理開始

右 岸 幹 線 ○ 0.5〜2.0 14,110 m 14,110 m 100％ H.8.4 拡大認可
狩 川 幹 線 ○ 0.8〜1.35 3,200 m 3,200 m 100％ 
連 絡 １ 号 幹 線 ○ 1.0 1,200 m 1,200 m 100％ 
右 岸 放 流 渠 □ 1.9×1.1 830 m 830 m 100％ 
箱 根 小 田 原 幹 線 ○ 0.25〜1.35 9,290 m 0 m 0％ 

計 28,630 m 19,340 m 68％ 
3 系列

85 千m3/⽇
2 系列

56 千m3/⽇
67％ H.9.7 処理開始

進捗率
％

備      考施設名
全体計画概要

左
岸
処
理
区

右
岸
処
理
区

酒 匂 水 再 ⽣ セ ン タ ー
（ 左 岸 処 理 場 ）

扇 町 水 再 ⽣ セ ン タ ー
（ 右 岸 処 理 場 ）

管
渠

管
渠

整備済延⻑
能⼒等

 当初︓（左岸）昭和48年5⽉11⽇
    （右岸）昭和51年10⽉1⽇
 直近︓平成22年9⽉17⽇
 接続する10市町の関連公共下水道
 下水管渠8幹線
 ポンプ場1箇所
 左岸処理場
 右岸処理場

決 定 告 示
年 ⽉ ⽇

排 水 区 域
下 水 管 渠

そ の 他 の 施 設

 当初︓（左岸）昭和48年 9⽉19⽇
    （右岸）昭和53年 3⽉20⽇
 直近︓令和5年12⽉18⽇
 接続する10市町の関連公共下水道
 下水管渠8幹線
 1箇所
 左岸処理場
 右岸処理場
 昭和48年 9⽉19⽇から
 令和13年 3⽉31⽇まで
 3,082 億円

事 業 施 ⾏ 期 間

事 業 費

認 可 告 示
年 ⽉ ⽇

排 水 区 域
下 水 管 渠
ポ ン プ 施 設

処 理 施 設
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酒匂川流域下水道事業費の推移 
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合計

昭和 平成

（億円）

令和（年度）

管渠等
処理場

合  計 1,314

凡    例 累計（単位︓億円）
455
860

-
3
9
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（令和５年度末） 
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酒匂川流域下水道 酒匂水再生センター（左岸処理場） 
令和４年 11 月撮影 

 
 

 

 

酒匂川流域下水道 扇町水再生センター（右岸処理場） 
令和４年 11 月撮影 
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下水道の維持管理 

下水道の整備が進展し、普及率が向上する一方、年々維持管理業務は増大し、下水道管の老朽

化等に起因した事故も発生しています。 

下水道の維持管理にあたっては、日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道管に起因す

る道路陥没や、汚水流出事故、下水の処理機能停止を未然に防止するため、ライフサイクルコス

トの最小化、予算の最適化の観点も踏まえ、予防保全型の管理を行うとともに、下水道施設全体

を一体的に捉えた計画的・効率的な維持管理及び改築を推進することが求められています。 

 県においては、相模川・酒匂川流域下水道及び流域関連公共下水道の維持管理を行うことを目

的に設立された、（公財）神奈川県下水道公社と共に維持管理業務を実施しています。 

また、県内においては、PPP/PFI（官民連携）手法により、民間企業がもつ経営・技術的ノウハ

ウを下水道の維持管理に取り込み、効率的な維持管理を実施しています。 

なお、下水道の維持管理業務には、管渠・ポンプ場や処理場の施設維持管理業務のほかに、排

水設備の設置指導や事業場排水の規制指導などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポンプ場の運転管理 

 

下

水

道

の

維

持

管

理 

水洗化の普及啓発 

排水設備等の届出、検査 

除害施設の設置指導、監視 

下水道使用料の徴収 

 

処理場の運転管理 

災害時の対応、災害に備えた施設づくり 

放流水の水質管理 

管渠の清掃、点検、修理等 

 

施設⽼朽化に伴う改築への対応等 
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公共下水道の維持管理費 
令和５年度実績（単位：百万円） 

 
注）各数値は、四捨五入し記載しているため、計と合わない場合がある 

都市名 管渠費 ﾎﾟﾝﾌﾟ場費 処理場費 流域負担⾦ 計
横 浜 市 8,497 2,430 20,541 0 31,467
川 崎 市 1,752 1,676 7,231 0 10,660

相 模 原 市 612 314 0 2,918 3,843
指定都 市計 10,861 4,420 27,772 2,918 45,971
横 須 賀 市 623 945 3,112 0 4,680
平 塚 市 274 548 0 1,188 2,010
鎌 倉 市 644 150 1,535 0 2,329
藤 沢 市 1,157 1,147 3,071 48 5,423

小 田 原 市 309 29 0 1,800 2,138
茅 ヶ 崎 市 239 218 0 1,299 1,756
逗 子 市 52 74 586 0 711
三 浦 市 0 0 0 0 0
秦 野 市 206 68 827 27 1,128
厚 ⽊ 市 230 104 0 1,117 1,451
大 和 市 99 0 2,063 0 2,163

伊 勢 原 市 102 91 770 176 1,139
海 ⽼ 名 市 163 0 0 730 893
座 間 市 128 0 0 458 586

南 ⾜ 柄 市 13 1 0 341 355
綾 瀬 市 44 0 499 137 680

⼀ 般 市 計 4,283 3,373 12,464 7,323 27,443
葉 ⼭ 町 15 9 298 0 322
寒 川 町 129 0 0 211 340
大 磯 町 58 0 0 42 100
⼆ 宮 町 18 0 0 116 134
中 井 町 2 0 0 73 74
大 井 町 50 0 0 127 177
松 田 町 1 0 0 58 58
⼭ 北 町 20 0 0 114 134
開 成 町 8 0 0 171 180
箱 根 町 5 62 376 0 444
真 鶴 町 14 16 0 0 30

湯 河 原 町 35 0 253 0 287
愛 川 町 60 5 0 100 165
清 川 村 35 11 56 0 102
町 村 計 451 103 982 1,011 2,547

⼀般都 市計 4,734 3,476 13,446 8,334 29,990
合 計 15,595 7,896 41,218 11,252 75,960
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下水道のポテンシャル 

下水道が有する資源・エネルギー等の利用 

 下水道は、水、汚泥、熱等の多くの利用可能な資源・エネルギーを有しており、それらを利活

用することによって、脱炭素・循環型社会の実現に向けて大きな役割を担っています。 

 下水処理水は、水洗用水として上水道の一部を代替することができる他、都市化により枯渇し

た河川を復活させ、せせらぎを取り戻すことができます。また、下水処理水や下水を熱源として

地域冷暖房へ活用する等、有望な未利用エネルギーとしての利用が期待できます。 

 一方、下水汚泥も再生可能エネルギーとして利用することができ、その有効利用が期待できま

す。具体的には、下水汚泥のコンポスト化・リン回収による緑農地への還元、下水汚泥の建設資

材としての利用等をはじめ、下水汚泥の消化過程で生じる消化ガスや水素ガス、固形燃料、汚泥

焼却廃熱等のエネルギー利用があります。 

本県でも、今後、下水道資源・エネルギー及び施設の有効利用を積極的に推進し、多様な施策

展開によるイメージアップやＰＲ活動に取り組んでいきます。 

 

下水道が有する資源・エネルギー等と主な利用用途 

 
 

（国土交通省 下水汚泥エネルギー化技術ガイドライン－平成 29年度版－より抜粋・加工） 

⼯程 下水道が有する エネルギー化
エネルギー 技術区分（製品） 利用用途

（固形燃料）

（改質ガス）

（焼却灰）

（焼却廃熱）

（りん）

（肥料）

（バイオガス）

（水素）

下水 水処理
環境用水

トイレの洗浄水・雑用

空調熱源・給湯・融雪

⽯炭代替燃料

ガス発電燃料

建設資材利用

セメント原料

空調熱源・給湯・融雪

消化槽加温

焼却廃熱発電

緑農地利用

緑農地利用

ガス発電燃料

CNG⾃動⾞燃料

都市ガス

FCV燃料

燃料電池発電

消化槽加温・補助燃料

固形燃料化

熱分解ガス化

焼却等

リン回収

コンポスト等

バイオガス利用技術

水素製造

再⽣水

下水熱

汚泥

消化

汚泥処理

バイオガス

消
化
促
進
技
術

複
合
バ
イ
オ
マ
ス
受
⼊

処理場・ポンプ場の上部利用

（公園・太陽光発電）
空間下水道施設
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下水処理水の有効活用【健全な水循環・良好な水環境の創造】 

 急速な都市域の拡大等により、平常時の河川流量の減少や水質汚濁、地下水位が低下するなど

水循環系は急激に変化してきており、健全な水循環、良好な水循環を保全・創出し、人間の諸活

動と水循環系の調和を図っていくことが重要となっています。そのような中、下水道では、下水

処理水を再生水として再利用するために、利用者への正しい情報の発信や、利用者意見の反映

等、再生水の適切な利用促進に向けた環境整備に取り組んでいます。 

  

汚泥の有効活用 

下水道事業の進展に伴い、下水処理場からは多量の下水汚泥が発生しているため、全量を焼却

して減量化したのち、建設資材として再利用を行っています。 

また、近年では、輸入に依存する化学肥料の高騰を背景に、国産の肥料原料として、リンなど

が豊富に含まれる下水汚泥に注目が集まっているため、肥料としての利用についても調査、検討

を行っています。 

 

 

   

   

  

脱 水 

脱水汚泥 

汚泥引抜 

焼 却 

資源活用 
焼却灰 
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下水道施設の有効利用 

下水道施設の有効利用として、処理場等の上部に公園や福利施設等を建設しています。 

 

【上部利用（広場）】 

 

 相模川流域下水道では、柳島水再生センターの上部を「柳島しおさい公園」として、また、四

之宮水再生センターの上部を「四之宮ふれあい広場」として有効活用しています。多目的広場や

テニスコート等の施設があり、毎年多くの方に利用されています。 

 

  
  

 

 酒匂川流域下水道では、酒匂水再生センターの上部を「酒匂きらり広場」として、また、扇町

水再生センターの上部を「扇町しらさぎ広場」として有効活用しています。遊具広場や噴水池等

の施設があり、毎年多くの方に利用されています。 

 

  
 

 

下記ＵＲＬに、各公園の利用時間等の情報を掲載していますので、ご覧ください。 

＜柳島しおさい公園＞ 

https://www.chigasaki-sports.jp/facility/yanagishima-k/ 

＜四之宮ふれあい広場＞ 

https://kanagawa-swf.or.jp/kosha_summary/hiroba/hureai_hiroba/ 

＜酒匂きらり広場＞ 

https://kanagawa-swf.or.jp/kosha_summary/hiroba/kirari_hiroba/ 

＜扇町しらさぎ広場＞ 

https://kanagawa-swf.or.jp/kosha_summary/hiroba/shirasagi_hiroba/ 

四之宮ふれあい広場 柳島しおさい公園 

扇町しらさぎ広場 酒匂きらり広場 

https://www.chigasaki-sports.jp/facility/yanagishima-k/
https://kanagawa-swf.or.jp/kosha_summary/hiroba/hureai_hiroba/
https://kanagawa-swf.or.jp/kosha_summary/hiroba/kirari_hiroba/
https://kanagawa-swf.or.jp/kosha_summary/hiroba/shirasagi_hiroba/
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【上部利用（太陽光発電）】 

 

本県では、環境負荷の軽減を図るため、四之宮水再生センターに、出力 20ｋＷの太陽光発電施設

を平成 10年度に設置しました。また、平成 25年度までに第 1～第 4系列の最終沈殿池の上部に出

力 400ｋＷの太陽光発電設備を設置し太陽光から作られる電力を下水処理の運転の一部として利用

しています。 

 

 
太陽光発電設備 

 

 

 

 
管理棟に設置したデジタル表示 
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下水道事業の経営状況 

市町村毎の経営状況 

負担の原則 

 下水道の維持管理費の負担は基本的には、汚水処理に要する経費を下水道使用者が水量・水質

に応じて下水道使用料という形で負担し、雨水処理に要する経費を、公費で負担するという「汚

水私費、雨水公費負担の原則」があります。 

 

下水道使用料 

 汚水私費負担の原則を踏まえ、公共下水道管理者が下水道法第 20 条に基づき条例を制定し、下

水道使用料を下水道の使用者から徴収します。 

 

経費回収率 

経費回収率は、使用料で回収すべき汚水処理に係る経費を、どの程度使用料で賄えているかを

表した指標であり、使用料水準等を評価することが可能です。 

経費回収率が 100％以上であることは使用料で回収すべき経費を全て使用料で賄えている状況を

示しています。回収率が 100％を下回っている場合は、汚水処理に係る経費が使用料以外の収入に

より賄われていること示しているため、適正な使用料収入の確保及び汚水処理費の削減が必要で

す。 

 

汚水処理原価 

 有収水量 1 ㎥当たりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚水維持管理費の両方を含

めた汚水処理に係るコストを表した指標です。供用開始後間もない事業は接続率が低く、有収水

量が過少となり、高い数値となる場合が多いです。また地理的要因によって、構造上汚水処理費

が高くなることが想定される場合は、適切な処理方法を検討する等の経営改善が必要です。 

 

経営戦略 

 経営戦略は、下水道事業が将来にわたって安定的に継続していくための中長期的な経営の基本

計画です。その中心となる「投資・財政計画」は、施設や設備への投資に係る試算と、国からの

補助金や下水道使用料収入などの財源見通しの試算を主要な要素として、上記投資以外に修繕

費、動力費や人件費などの経費も含めた上で、収入と支出のバランスを図った収支計画です。 

策定後は計画と実績との乖離の検証や、その結果を踏まえた計画の見直しを行うことにより、

経営基盤強化と財政マネジメント向上に資する重要なツールに位置づけられます。 

県内では、全ての市町村において経営戦略が策定されています。 
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市町村の経営状況 

 
（令和４年度決算 経営比較分析表より抜粋・加工） 

※１経費回収率＝使用料収入(円)/汚水処理費(円) 

※２汚水処理原価＝汚水処理費(円)/有収水量(m3) 

※３使用料平均＝使用料収入(円)/有収水量(m3)×20(m3) 

 

 

   

⾃治体名
使用料収⼊
A（千円）

汚水処理費
B（千円）

年間有収水量
C（m3）

経費回収率
A/B（％）

汚水処理原価
B/C（円/m3）

使用料平均
A/C×20

（円/20m3）
処理開始年度

横浜市 53,385,620 53,306,325 376,376,696 100.1 141.6 2,837 (単)S.37. 4. 1
川崎市 21,682,839 20,566,097 151,637,201 105.4 135.6 2,860 (単)S.36. 9.25
相模原市 8,538,224 8,488,773 73,388,801 100.6 115.7 2,327 (相)S.54. 7. 1
横須賀市 6,631,236 6,138,869 40,448,704 108.0 151.8 3,279 (単)S.41. 6. 1
平塚市 3,246,936 2,961,566 28,012,333 109.6 105.7 2,318 (相)S.48. 6.25
鎌倉市 2,358,465 3,018,959 18,047,780 78.1 167.3 2,614 (単)S.47. 3.15

藤沢市 5,779,032 6,126,613 44,745,187 94.3 136.9 2,583
(単)S.39. 8. 5
(相)H. 2. 4. 1

小田原市 3,207,119 3,353,084 19,319,878 95.6 173.6 3,320
(単)S.41. 9. 1
(酒)S.57.12. 1

茅ヶ崎市 2,655,602 2,417,852 23,806,527 109.8 101.6 2,231
(単)S.51.10. 1
(相)S.52.12. 1

逗子市 734,941 934,963 6,233,089 78.6 150.0 2,358 (単)S.47. 4. 1
三浦市 244,165 340,036 1,365,303 71.8 249.1 3,577 (単)H.10. 8.15

秦野市 2,060,445 2,234,646 14,624,588 92.2 152.8 2,818
(単)S.56. 2. 4
(酒)H.11. 5. 1

厚⽊市 2,878,666 2,710,966 25,741,081 106.2 105.3 2,237 (相)S.48. 6.25
大和市 3,096,661 3,540,644 24,351,064 87.5 145.4 2,543 (単)S.44. 4. 1

伊勢原市 1,250,302 1,315,059 8,764,222 95.1 150.0 2,853
(相)S.48. 6.25
(単)S.62. 3. 5

海⽼名市 1,864,728 1,675,997 16,387,779 111.3 102.3 2,276 (相)S.53. 5. 1
座間市 1,723,175 1,591,577 12,503,252 108.3 127.3 2,756 (相)S.53. 4. 1
南⾜柄市 603,414 712,665 4,751,106 84.7 150.0 2,540 (酒)H. 1. 4. 1

綾瀬市 1,163,767 1,215,201 8,854,283 95.8 137.2 2,629
(単)S.62. 8. 1
(相)S.62.10. 1

葉⼭町 260,317 326,326 1,933,031 79.8 168.8 2,693 (単)H.11. 3.29
寒川町 580,398 733,714 4,871,203 79.1 150.6 2,383 (相)S.59. 4.12
大磯町 315,213 315,735 2,091,710 99.8 150.9 3,014 (相)H. 4. 6. 1
⼆宮町 252,222 298,565 1,971,137 84.5 151.5 2,559 (酒)H.11. 4. 1
中井町 100,274 180,300 1,022,092 55.6 176.4 1,962 (酒)H.11. 4. 1
大井町 193,188 278,611 1,815,126 69.3 153.5 2,129 (酒)S.61. 4. 1
松田町 117,557 106,154 932,575 110.7 113.8 2,521 (酒)H. 1. 7. 1
⼭北町 165,494 231,858 1,545,722 71.4 150.0 2,141 (酒)H. 2. 9. 1
開成町 215,441 319,589 2,130,591 67.4 150.0 2,022 (酒)H. 1. 4. 1
箱根町 660,926 674,805 3,299,741 97.9 204.5 4,006 (単)S.60.10. 1
真鶴町 12,819 27,923 76,733 45.9 363.9 3,341 (単)H.19. 3.28
湯河原町 410,163 454,255 2,832,129 90.3 160.4 2,896 (単)S.60. 4. 1
愛川町 489,187 593,473 3,956,488 82.4 150.0 2,473 (相)S.60. 4.17
清川村 32,246 217,700 359,802 14.8 605.1 1,792 (単)H. 9. 9. 1
全国平均 ----- ----- ----- 98.2 136.8 2,689 公共下水道



- 50 - 

経費回収率と使用料平均の関係 

 
 

〇本県の特徴 

・使用料平均が地方財政措置の前提とされている 3000(円/20m3)に満たず、かつ経費回収率

100.0(%)を下回る第三象限に属する自治体は 18自治体(約 54%）であり、単独公共下水道事業を

実施している自治体や酒匂川流域関連公共下水道事業を実施している自治体が多く属してい

る。 

・3000(円/20m3)未満かつ経費回収率 100.0(%)以上の第二象限には、横浜市、川崎市のほか相模川

流域関連公共下水道事業を実施している自治体が多く属している。 

・3000(円/20m3)以上かつ経費回収率 100.0(%)以上の第一象限には、横須賀市が属している。 

・3000(円/20m3)以上かつ経費回収率 100.0(%)未満の第四象限には、小田原市、三浦市、箱根町、

大磯町、真鶴町が属している。 

横浜市, 2,837, 100.1

川崎市, 2,860, 105.4

横須賀市, 3,279, 108.0

鎌倉市, 2,614, 78.1

藤沢市, 2,583, 94.3

逗子市, 2,358, 78.6 三浦市, 3,577, 71.8

秦野市, 2,818, 92.2

大和市, 2,543, 87.5

伊勢原市, 2,853, 95.1

綾瀬市, 2,629, 95.8

葉山町, 2,693, 79.8

箱根町, 4,006, 97.9

真鶴町, 3,341, 45.9

湯河原町, 2,896, 90.3

相模原市, 2,327, 100.6

平塚市, 2,318, 109.6

茅ヶ崎市, 2,231, 109.8

厚木市, 2,237, 106.2

海老名市, 2,276, 111.3
座間市, 2,756, 108.3

寒川町, 2,383, 79.1 大磯町, 3,014, 99.8
愛川町 , 2,473 , 82.4 

清川村, 1,792, 14.8

小田原市, 3,320, 95.6

南足柄市, 2,540, 84.7
二宮町, 2,559, 84.5

中井町, 1,962, 55.6

大井町, 2,129, 69.3

松田町, 2,521, 110.7

山北町, 2,141, 71.4
開成町, 2,022, 67.4

10.0

40.0

70.0

100.0

130.0

160.0

190.0

1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500

経
費

回
収

率
（
％

）

使用料平均（円/20㎥）

第一象限

1自治体

（3%）

第二象限

9自治体

（27%）

第三象限

18自治体

（54%）
第四象限

5自治体

（15%）

下線が引いてある自治体は、流域関連公共下水道も実施している。

単独公共下水道

相模川流域関連公共下水道

特定環境保全公共下水道

酒匂川流域関連公共下水道

＜使用料平均と経費回収率の関係＞ 

・処理区域内人口密度が高い区域では第二象限に属する事業の割合が大きく、第四象限に

属する割合は小さくなる。 

・第三象限に属する事業はいずれの人口密度においても一定割合で存在する。 

・供用開始後年数が長いほど第二象限に属する事業の割合が大きく、第四象限に属する事

業の割合は小さくなる。 

・第三象限に属する事業はいずれの供用開始後年数においても一定割合で存在する。 
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下水道の普及啓発 

下水道ふれあいまつり 

 本県では、下水道の役割や下水道整備の重要性などについて、理解を一層深めていただくた

め、（公財）神奈川県下水道公社と共催で「下水道ふれあいまつり」を開催しています。 

下水処理場見学や、下水道学習室（簡易水質実験など）、飲料販売、ゲームなど下水道とふれ

あいながらお楽しみいただけるイベントとなっています。 

令和５年度は、四之宮ふれあい広場（四之宮水再生センター内）と扇町しらさぎ広場（扇町水

再生センター内）で開催し、２つの会場合わせて、1,700 人を超える方々にご来場いただきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道展への出展 

下水道展は、全国の下水道関連企業・団体が、下水道に関する幅広い分野の最新技術、サービ

ス等の展示・紹介をする下水道分野における国内最大の展示会です。 

本県では、下水道をもっと身近に感じてもらうことをコンセプトに 2024 年に東京で開催された

下水道展’24 東京にブースを出展しました。 

ＶＲ体験コーナーでは、いつもの処理場施設見学では見ることができない下水道処理施設につ

いて、県の下水道処理施設を目と耳から臨場感たっぷりに体感していただきました。 

また、各家庭の汚水を集め下水処理場まで流すために必要な幹線管渠の整備事業の紹介などの

パネル展示も行いました。 

多くの方にお越し頂き、神奈川県の流域下水道事業を身近に感じてもらうことができました。 
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下水道作品コンクール 

（公財）神奈川県下水道公社では、相模川・酒匂川流域の小学校４年生を対象に、下水道に関

する「作文・ポスター・書道」の作品を募集するコンクールを実施しています。令和５年度は、

合計で 3,400 点を超える作品の応募があり、入賞した 70 名が表彰されました。入賞作品は、公社

ホームページにてご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道出張教室 

（公財）神奈川県下水道公社では、環境学習の一環として小学校４年生を対象に、環境保全の

役割のひとつでもある下水道のことを学んでいただくため、県内の小学校（※１）へ公社職員が

出向く、下水道出張教室を実施しています。 

令和５年度は、50 校で 3700 人を超える児童の皆さんが下水道のことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 令和４年度までは相模川・酒匂川流域の小学校を対象に開催し、令和５年度より県内全域の小学校へ対象を拡大 

 

 




